
 

「県立武道館基本構想検討会議報告書」について 

スポーツ課  

 

１ 概要 

平成 27 年４月、外部の有識者による「県立武道館基本構想検討会議」（以下、「検討会議」と

いう。）を設置し、長野県における県立武道館にふさわしい機能・規模等について、県外視察を

実施しながら検討を重ねてきた。これまでの検討を踏まえ、検討会議において「県立武道館基

本構想検討会議報告書」がとりまとめられ、平成 27 年 11 月 26 日に教育長へ提出された。 

 

２ 検討会議における検討経過 

年月日 区分 主な内容 

H27.5.22 第１回検討会議 今後検討すべき論点について 

H27.6.26 第２回検討会議 埼玉県立武道館を視察 

H27.7.24 第３回検討会議 県立武道館の機能・規模等について 

H27.9.14 第４回検討会議 県立武道館の機能・規模等について 

H27.11.6 第５回検討会議 県立武道館基本構想検討会議報告書（案）について 

H27.11.26 報告書提出 県立武道館基本構想検討会議報告書を教育長へ提出 

 

３ 「県立武道館基本構想検討会議報告書」の内容 

  別添資料のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の予定 

  本報告書の内容を踏まえ、県立武道館の基本構想について県教育委員会において検討を行い、

本年度中に方向性を示す予定。 

 

 ○ 県立武道館として望ましい機能・規模等 

【主道場】競技面数：柔・剣道場６面程度、面積 2,000 ㎡程度（観客席 1,500～2,000 席程度） 

【道場（畳敷き・板張り）】競技面数：各３面程度、面積各 1,000 ㎡程度（観客席各 200～250 席程度） 

【弓道場、相撲場】既に県立施設があるため、その充実や有効活用を含め、検討 

 ○留意事項 

・武道に適した施設であること 

・利用者が快適に利用できる施設とすること 

・本県の武道振興の拠点としてふさわしい施設とすること 

・少なくとも北信越レベルの大会が開催できる施設となるよう、配慮すること 

・周辺施設と有機的な連携を図り、中核施設としての機能をより発揮できるよう、配慮すること 

・県の財政状況を考慮し、建設及び維持管理に要する経費をできる限り抑制するため、必要な機

能は整備しつつ、質朴なものとなるよう、配慮すること 

主な提案内容 
























